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アレイを管理します

vCenter向けSANtricity Storage Pluginでのストレージアレイ
の管理について

アド/検出機能を使用して、vCenter向けStorageプラグインで管理対象のストレージアレ
イを検索および追加します。[管理]ページでは、これらの検出されたアレイの名前の変
更、削除、および新しいパスワードの入力もできます。

アレイの検出に関する考慮事項

プラグインでストレージリソースを表示して管理するには、組織のネットワークで管理対象のストレージアレ
イを検出する必要があります。単一のアレイまたは複数のアレイを検出して追加できます。

複数のストレージアレイ

複数のアレイを検出する場合は、ネットワークIPアドレスの範囲を入力すると、その範囲の各IPアドレスへの
接続が個別に試行されます。接続に成功したストレージアレイがプラグインに表示され、管理ドメインに追加
できます。

単一のストレージアレイです

単一のアレイを検出する場合は、ストレージアレイのいずれかのコントローラのIPアドレスを1つ入力してか
ら、そのアレイを管理ドメインに追加します。

プラグインは、コントローラに割り当てられた範囲内の単一のIPアドレスまたはIPアドレスの
みを検出して表示します。これらのコントローラに割り当てられている代替コントローラまた
はIPアドレスが、この1つのIPアドレスまたはIPアドレス範囲外の場合、プラグインはそれらを
検出または表示しません。ただし、ストレージアレイを追加すると、関連付けられているすべ
てのIPアドレスが検出され、管理ビューに表示されます。

ユーザクレデンシャル

追加する各ストレージアレイの管理者パスワードを指定する必要があります。

証明書

検出プロセスでは、検出されたストレージアレイに信頼できるソースからの証明書があるかどうかが確認され
ます。システムは、ブラウザでとの接続を確立するすべての接続に対して、2種類の証明書ベースの認証を使
用します。

• 信頼された証明書--一方または両方のコントローラ証明書の有効期限が切れた場合、失効した場合、また
はチェーン内に証明書がない場合は、認証局が提供する信頼された証明書を追加でインストールする必要
があります。

• 自己署名証明書--アレイは自己署名証明書を使用することもできます署名済み証明書をインポートせずに
アレイを検出しようとすると、プラグインに自己署名証明書を受け入れるための追加の手順が表示されま
す。自己署名証明書が信頼済みとしてマークされ、ストレージアレイがプラグインに追加されます。スト
レージアレイへの接続を信頼しない場合は、ストレージアレイをプラグインに追加する前に* Cancel *を
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選択し、ストレージアレイのセキュリティ証明書戦略を検証します。

ストレージアレイのステータス

vCenter向けストレージプラグインを開くと、各ストレージアレイとの通信が確立され、各ストレージアレイ
のステータスが表示されます。

Manage-All *ページでは、ストレージアレイのステータスおよびストレージアレイ接続のステータスを表示で
きます。

ステータス を示します

最適 ストレージアレイが最適な状態です。証明書の問題は
なく、パスワードが有効です。

パスワードが無効です 無効なストレージアレイパスワードが指定されまし
た。

信頼できない証明書です HTTPS証明書が自己署名証明書でインポートされて
いないか、CA署名証明書でルート証明書と中間CA証
明書がインポートされていないため、ストレージアレ
イとの1つ以上の接続が信頼されていません。

要注意 ストレージアレイにユーザによる修正操作が必要な問
題があります。

ロックダウン ストレージアレイがロックダウン状態です。

不明です ストレージアレイに一度も接続していません。この状
況は、プラグインが起動中でまだストレージアレイに
接続していない場合や、ストレージアレイがオフライ
ンでプラグインの起動後に一度も接続されていない場
合に発生することがあります。

オフラインです プラグインは以前にストレージアレイに接続しました
が、現在はすべての接続が失われています。

プラグインインターフェイスとSystem Managerの比較

ストレージアレイの基本的な操作にはStorage Plugin for vCenterを使用できますが、プラグインで使用できな
いタスクを実行するためにSystem Managerの起動が必要になる場合があります。

System Managerは、ストレージアレイのコントローラに組み込まれたアプリケーションであり、イーサネッ
ト管理ポートを介してネットワークに接続されます。System Managerにはアレイベースのすべての機能が含
まれています。

次の表は、プラグインインターフェイスとSystem Managerインターフェイスのどちらを使用できるかをスト
レージアレイの特定のタスクで判断する際に役立ちます。

機能 プラグインインターフェイス System

Managerインターフェイス

複数のストレージアレイのグルー
プに対するバッチ処理

はい。 いいえ処理は1つのアレイに対して
実行されます。
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機能 プラグインインターフェイス System

Managerインターフェイス

SANtricity OSファームウェアのア
ップグレード

はい。バッチ処理内の1つ以上のア
レイ。

はい。シングルアレイのみ。

1つのアレイから複数のアレイに設
定をインポートします

はい。 いいえ

ホストとホストクラスタの管理（
ボリュームの作成、割り当て、更
新、削除）

はい。 はい。

プールとボリュームグループの管
理（作成、更新、セキュリティの
有効化、削除）

はい。 はい。

ボリュームの管理（作成、サイズ
変更、更新、削除）

はい。 はい。

SSDキャッシュの管理（作成、更
新、削除）

はい。 はい。

ミラーリングとSnapshotの管理 いいえ はい。

ハードウェア管理（コントローラ
ステータスの表示、ポート接続の
設定、コントローラのオフライン
化、ホットスペアの有効化、ドラ
イブの消去、 など）

いいえ はい。

アラートの管理（Eメール、
SNMP、syslog）

いいえ はい。

セキュリティキーの管理 いいえ はい。

コントローラの証明書管理 いいえ はい。

コントローラのアクセス管理
（LDAP、SAMLなど）

いいえ はい。

AutoSupport 管理 いいえ はい。

vCenter向けSANtricityストレージプラグインでのストレージア
レイの検出

vCenter向けストレージプラグインでストレージリソースを表示および管理するには、ネ
ットワーク内のアレイのIPアドレスを検出する必要があります。

作業を開始する前に

• アレイコントローラのネットワーク IP アドレス（またはアドレスの範囲）を確認しておく必要がありま
す。

• ストレージアレイが正しくセットアップおよび設定されている必要があります。

• ストレージアレイのパスワードは、System Managerのアクセス管理タイルを使用して設定する必要があ
ります。
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このタスクについて

アレイの検出は複数の手順からなる手順 です。

• 手順 1 ：検出するネットワークアドレスを入力します

• 手順 2 ：検出時に信頼されていない証明書を解決する

• 手順 3 ：パスワードを入力する

手順 1 ：検出するネットワークアドレスを入力します

ストレージアレイを検出する最初の手順として、ローカルサブネットワーク全体を検索するための単一のIPア
ドレスまたはIPアドレス範囲を入力します。追加/検出機能を使用すると、検出プロセスをガイドするウィザ
ードが開きます。

手順

1. [* Manage （管理）]ページで、[ Add/Discover*（追加/検出*）]を選択します。

[Enter Network Address Range] ダイアログボックスが表示されます。

2. 次のいずれかを実行します。

◦ 1 つのアレイを検出するには、 * 単一のストレージアレイの検出 * オプションボタンを選択し、スト
レージアレイのいずれかのコントローラの IP アドレスを入力します。

◦ 複数のストレージアレイを検出するには、「ネットワーク範囲内のすべてのストレージアレイを検
出」ラジオボタンを選択し、開始ネットワークアドレスと終了ネットワークアドレスを入力してロー
カルサブネットワーク全体を検索します。

3. [ 検出の開始 ] をクリックします。

検出プロセスが開始されると、ストレージアレイが検出されるときにダイアログボックスに表示されま
す。検出プロセスが完了するまでに数分かかることがあります。

管理可能なアレイが検出されない場合は、ストレージアレイがネットワークに適切に接続
されていて、割り当てられたアドレスが範囲内にあることを確認してください。[ 新規検出
パラメータ * ] をクリックして、 [ 追加 / 検出 ] ページに戻ります。

4. 管理ドメインに追加するストレージアレイの横にあるチェックボックスをオンにします。

管理ドメインに追加する各アレイについて、クレデンシャルのチェックが実行されます。信頼されていな
い証明書に関する問題の解決が必要になる場合があります。

5. 「 * 次へ * 」をクリックして、ウィザードの次の手順に進みます。

6. ストレージアレイに有効な証明書がある場合は、に進みます 手順 3 ：パスワードを入力する。有効な証
明書がないストレージアレイがある場合は、自己署名証明書の解決ダイアログボックスが表示されます。
に進みます 手順 2 ：検出時に信頼されていない証明書を解決する。CA署名証明書をインポートする場合
は、検出ダイアログをキャンセルしてに進みます "アレイの証明書をインポートします"。

手順 2 ：検出時に信頼されていない証明書を解決する

必要に応じて、証明書の問題を解決してから検出プロセスを開始する必要があります。
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検出時に「信頼されていない証明書」のステータスが表示されるストレージアレイがある場合は、自己署名証
明書の解決ダイアログボックスが表示されます。このダイアログで信頼されていない証明書を解決する
か、CA証明書をインポートできます（を参照） "アレイの証明書をインポートします"）。

手順

1. [ 自己署名証明書の解決 ] ダイアログボックスが開いた場合は、信頼されていない証明書について表示さ
れる情報を確認します。詳細については、表の右端にある省略記号をクリックし、ポップアップメニュー
から「 * 表示 * 」を選択することもできます。

2. 次のいずれかを実行します。

◦ 検出されたストレージアレイへの接続を信頼する場合は、* Next （次へ）をクリックし、 Yes *（はい
）をクリックして確認し、ウィザードの次のカードに進みます。自己署名証明書は信頼済みとしてマ
ークされ、ストレージアレイがプラグインに追加されます。

◦ ストレージアレイへの接続を信頼しない場合は、キャンセル*を選択し、各ストレージアレイのセキュ
リティ証明書戦略を検証してからプラグインに追加してください。

手順 3 ：パスワードを入力する

検出の最後の手順として、管理ドメインに追加するストレージアレイのパスワードを入力する必要がありま
す。

手順

1. 必要に応じて、アレイのグループを設定済みの場合、ドロップダウンを使用して検出されたアレイのグル
ープを選択できます。

2. 検出された各アレイの admin パスワードをフィールドに入力します。

3. [ 完了 ] をクリックします。

指定したストレージアレイへの接続がシステムで確立されるまでに数分かかることがありま
す。

結果

ストレージアレイが管理ドメインに追加され、指定した場合は選択したグループに関連付けられます。

管理操作を実行する場合は、起動オプションを使用して、1つ以上のストレージアレイのブラウ
ザベースのSystem Managerを開くことができます。

SANtricity Storage Plugin for vCenterでストレージアレイの
名前を変更する

Storage Plugin for vCenterの［管理］ページに表示されるストレージアレイの名前を変
更できます。

手順

1. Manage *ページで、ストレージ・アレイ名の左にあるチェックボックスを選択します。

2. 行の右端にある省略記号を選択し、ポップアップ・メニューから*ストレージ・アレイ名の変更*を選択し
ます。
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3. 新しい名前を入力し、*保存*をクリックします。

vCenter向けSANtricityストレージプラグインでのストレージア
レイのパスワードの変更

vCenter向けストレージプラグインでストレージアレイの表示とアクセスに使用するパス
ワードを更新できます。

作業を開始する前に

System Managerで設定されているストレージアレイの現在のパスワードを確認しておく必要があります。

このタスクについて

このタスクでは、プラグインでストレージアレイにアクセスできるようにストレージアレイの現在のパスワー
ドを入力します。これは、System Managerでアレイのパスワードが変更された場合に必要になることがあり
ます。

手順

1. [* Manage *（管理）]ページで、1つ以上のストレージ・アレイを選択します。

2. [メニュー]：[一般的でないタスク][ストレージアレイのパスワードの入力]を選択します。

3. 各ストレージアレイのパスワードを入力し、*保存*をクリックします。

vCenter向けSANtricity Storage Pluginでのストレージアレイ
の削除

ストレージプラグインfor vCenterでストレージアレイを管理する必要がなくなった場合
は、削除することができます。

このタスクについて

削除すると、そのストレージアレイにはアクセスできなくなります。ただし、ブラウザでIPアドレスまたはホ
スト名を直接指定すれば、削除したストレージアレイへの接続を確立できます。

ストレージアレイを削除しても、ストレージアレイ自体やそのデータには影響はありません。ストレージアレ
イを誤って削除した場合は、再度追加することができます。

手順

1. [* Manage *（管理）]ページで、削除する1つ以上のストレージ・アレイを選択します。

2. メニューを選択します。一般的でないタスク[ストレージアレイの削除]。

ストレージアレイがプラグインインターフェイスのすべてのビューから削除されます。

vCenter向けSANtricityストレージプラグインからSystem
Managerを起動

単一のアレイを管理するには、起動オプションを使用して、新しいブラウザウィンドウ
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でSANtricity System Managerを開きます。

System Managerは、ストレージアレイのコントローラに組み込まれたアプリケーションであり、イーサネッ
ト管理ポートを介してネットワークに接続されます。System Managerにはアレイベースのすべての機能が含
まれています。System Managerにアクセスするには、Webブラウザを使用してネットワーク管理クライアン
トにアウトオブバンド接続する必要があります。

手順

1. [* Manage *（管理）]ページで、管理する1つ以上のストレージ・アレイを選択します。

2. [* 起動 * ] をクリックします。

ブラウザに新しいタブが開き、System Managerのログインページが表示されます。

3. ユーザー名とパスワードを入力し、*ログイン*をクリックします。
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